




本報告は炭素電極プールを用いた大量細胞融合一培養装置を開発し， ノfー ルチェーンの形成， 電界
融合， 細胞培養の 3 段階を， 特に電界効果を中心に調べたものである。 しょ糖を 3 %混入したO. 65 M
マンニトール溶液中のニンジン根とホウレンソウ葉肉混合プロトプラストに， 1 MHz， 10KV 1m の電





きることを目 的 として開発したものであり， 入出力管理部， データベース管理部， 検索部およびコン





血管が硬化すると， 動脈を中心にして， 血圧上昇を招いたり， 時には， 破裂したりする。 この症状
が脳のようなからだの重要な部分である場合には， 重篤な病気 につながる。 その意味から， 血管の硬
化度が客観的 にして， かつ， 非観血的 に計測できれば， この種の病気 の予防になる。 この場合， 血圧
測定のような簡単な方法で， 血管音を記録し， この周波数分析をすることにょに その分布特性に特




財 田 一 也
声道は複雑な形状をもっ一種の音響フィルタで， その伝達特性の解析は発音機構の解明や音声合成
の研究に役立つと考えられている。 本研究は境界要素法を用いて声道系の 3 次元音場シミュレーショ
ンを試みたもので， 1 ) 日本語母音についての声道伝達特性， 2 )口から発せられた音波の放射指 向
特性， などが検討されている。 本研究の一部は“Bound ary Elemen t V oc al Tr ac t-R ad i ation Field 
M od els and their Ch ar ac teris tic " のタイトルで， IEEE Tr ans. on Acous tics ， Speech and Sign al 
Processing に投稿中である。
誘導伝導機駆動インバータ用電源の平滑フィルタ定数決定に関する研究
田 嶋 真 一
近 年， 誘導電動機のインバータ運転が多く用いられる傾 向にある。 このインバータ駆動電源には交
流を一旦整流し， 平滑回路 を通した直流電源回路 が用いられる。 平滑回路 にはLC フィルタを用いる
場合が多い。 この論文ではLC フィルタ， インバータ， 誘導電動機を含めた総合的 な等価回路 を誘導
し， フィルタ回路 の電圧リップル率が最小になるLC の定数決定法を誘導した。
コオロギの発音と雌コオロギの行動の関係
中 島 剛
コオロギのよう な一連の定型行動のみを有する動物においては， 外的 刺激とその応答との関係を明
らかにすることは大変重要である。 また， その結果， 行動と神経活動との関係も明らかになることが
期待されていた。 これらの現象を客観的 に観測するために， Y字路やクレーマー型トレッド・ミルを




中 村 武 典
本研究は， 強磁性体内欠陥の非破壊検査法としてバルクハウゼン効果を応用する新しい方法を提案






浅 井 祐 二
先に， トリチウムガスの酸化反応が紫外線により著しく促進させることを認めた。 本研究では， ト
リチウムガスの紫外線によるトリチウム水 生成反応に対する酸素圧， 水 素圧の影響， 並びに従来の光
化学反応の研究中， 水 素一酸素の素反応から水 生成機構について検討を行い次の知見を得た。 トリチ
ウムの反応速度は酸素庄の 1 次に依存し，CHTJ/CH2Jの1/2次に依存する。水 生成機構より dCH TOJ/d t




懸 高 敏 弘




たが (Alkyl- f reeMW: 1945:t35)， ヘキサン不溶分の分子量 (16300) は再処理により約1 /6に低下し
た。又 Tetralinと Decalinの処理生成物中に開裂生成物が認められた事などから， アルキノレ 化やエー
テル結合の開裂等以外に， ナフテン系化合物の開裂 (解重合) も可溶化性の向上に深く関与している
事が明らかにされた (第 26回石炭科 学会議で発表)。
2 -プロモシクロへプタ (a )シクロベンタ (g， h) 
フェナレンー7， 12-ジオンの合成に関する研究
川 田 成 利
アセナフテン酸クロリドとシクロへプタノンのモルホリンエナミンとの縮合，次いでCuBらによる
臭素化， 脱水 間環により基本骨格を合成した。 これより， 臭素を水 酸基に変え， 酸化してケトンとし
た。 これに臭素を反応させ三臭化物とし， 脱臭化水 素により目 的 とした表題のキノン体を得た。 この
キノンは， 'HNMRスペクト/レ より， トロポン部分とシクロペンタフェナレノン部分の融合した状態
で存在していることが分かった。又， 強酸中でのジカチオンの生成は確認出来なかった。 これは， こ
の系が周辺16π 電子の不安定系となる予想と一致していることが分かった。
- 87一
シクロへプタ (a )フェナレンー7， 10ージオン及び
-7， 12ージオンの合成と性 質に関する研究
上 端 義 暢
ナフタレン酸エチルエステJレとシクロへプタノンの塩基による縮合， 次いで CuBらによる臭素化，
脱水 閉環により基本骨格を合成した。 次いで， 臭素を水 酸基に変え， これを酸化してカルボニル基と
した。 臭素化， 脱臭化水 素反応により表題の 7 ， 12 ・ジオンを合成した。又， 基本骨格より脱臭化水 素
により二重結合を 7 員環部に導入し， アリリック酸化しジオン体とし， 二酸化セレンで脱水 素すると
7 ， 10ージオンが合成出来た。 これらジオン体は強酸中で安定なジカチオンを生成し， 反磁性環電流に
よる芳香族性を示した。
モノ置換アゾキシベンゼンの合成及び光化学反応に関する研究
中 村 吉 秀
モノメトキシ及 びクロルアゾキシベンゼンの各α・β異性体の合成法を検討した。これらのアゾキシ
化合物は光照射によって， 他の例で報告されているように， N オキシド酸素がより遠いベンゼン核
に転位した 2 -ヒドロキシアゾ化合物を主生成物として与えた。 4ーメトキシ化合物のみは異なった
挙動をするとの Bun ceの報告は誤りであることを確認した。 なお部分的 にαβ異性化および先の主転
位生成物の異性体も生成した。 これらの生成機構について考察した。
MO Teoretical Studies of the Reactivity of Sulfenic Acid 
丹 羽 英 隆
スルフェン酸は， チオールを酸化するときに通る重要な中間体であるが， たやすく脱水 縮合を起こ
しチオールスルフィネートを生成するため非常に不安定である。 この反応は， 従来水 素結合による二
量体からすすむと考えられてきたが， ad in itio分子軌道計算プログラム GAUSSIAN 82 を用いてシ





東 出 充 志
石炭液化油中の芳香族窒素複素環化合物 ( PANH) とアミノ芳香族化合物 (APAH) をトリプルオ
ロ酢酸無水 物で処理後，APAH のトリプルオロアセトアミド誘導体を硫酸不溶物として PANH から
分離した。 PANH と APAH を詳細に分析し， 発癌性物質を定量した。 PANH 中には， CO�C8置換
キノリン， CO�C7ベンゾキノリンとフェナントリジン， CO�C7アザピレン， CO�C7ブェニルピリジ
ンが多く， APAH 中には， CO�C8置換アニリン， CO�C6アミノインダン， CO�C6アミノビフェニ
ル， CO�C8アミノナフタレン， CO�C5アミノフェナントレンが多く含まれていた。
微量金属(Pd， Co， Cu) のナフタレンを吸着剤とした
錯体生成によるカラム式前濃縮定量
深 美 忠 司
C 1 J錯体試薬Dimethylglyoxim(DMA)， Acenaphthenequinoned ioxime (ANDO) DMA - ANDO 
を ナ フ タ レ ン に 吸 着 さ せ た 吸 着 補 集剤に よ る P d の 定 量， 並 び にC 2 J錯 体 試 薬4 '一(p.
methoxyphenyl)-2 ， 2' : 6'， 2" - terpyrid ine (MPTP ) をナフタレンに吸着させた吸着補集剤によ
る C o， Cu の定量の基礎条件について検討を行い， 次に示す良好な条件を確立した。 C 1 JDMA -
ANDO系において， P d の定量 pH 領域は1 .7�6 .8%， 1 %吸収感度(μg/ ml)は0 .039であった。 C 2 J 




山 崎 和 臆
オキサアズラノンとアセチYレシクロへプタトリエンのエナミンよりアズレン誘導体を合成し， これ
を選択的 にアセチル化， ホルミル化し， これを分子内アルドーノレ反応によ りアズレノメタノ CnJ ア






鵜 飼 哲 司
マンガン団塊の硫化ニッケル鉱による酸化・還元浸出プロセスならびに浸出液からの有価成分の溶
媒抽出分離プロセスの開発を目 的 に， 熱力学的 考察および、実験的 検討を行った。
浸出プロセスに関しては， 化学組成の異なる 3 種類の硫化ニッケノレ試料を用い， 浸出に及 ぼす各種
因子の影響について検討した。 また， 浸出液からの有価成分の溶媒抽出分離については， 種々の抽出
剤の適用を検討し， 最適な抽出分離条件を見いだした。 さらに， 検討結果を基に， 処理プロセスを想
定し， 実際の浸出液を用いて分離回収プロセスの評価を行った。
Al- 1%Mg2Si 基合金のUHR - AEMによる時効析出過程の研究
木 島 信 ニ
時効性アルミニウム基合金としては，Al一Mg2Si合金は一般的 材料として広く使用されているにも





津 田 安 夫
Ti-50. 8 at.% Ni合金の熱延後の冷間加工と焼ならし条件が相変態に及 ぼす影響を相変態の挙動，
構造， 形態について解析を行い， 1)相変態は冷却時に大きな収縮と加熱時に収縮に先立つ大きく膨張
する I型と逆の傾 向を持つII型に分類できる。 2)673K焼ならし試料では冷却時にR相の安定範囲
が広く， 常温 でR相， M相が共存し易く， 1073K焼ならし試料ではR相は不安定でM相単相になり易
い傾 向を有し， 電顕観察によりマルテンサイトの内部構造が明確になった。
純鉄表面層における(554)(225)三極冷延集合組織の形成
域 生 裕 之
極低炭素鋼の極表面の集合組織の形成について， 1)冷間圧 延により極表面層には (554 )(225J 三極
集合組織が形成され， この特異な集合組織は20%冷延時に最も強く， 冷延率が高くなるにつれく110>
RD，く110> TDの結晶回転が進み， 7 0�80%以上の冷延でく110>RD，く110> TD繊維集合組織に変わ
り， その変化は Bennewitzの理論によく一致する。 2)70%冷延板での調査では (554 )(225J 集合組織
の形成は表面層20μm であり， (554 ) (225J三極集合組織の形成は極表面層の現象である事が明らかと
なった。 3)冷延前 に化学研磨して冷延した場合， 三極集合組織は形成されなかった。
90ー
ニッケル基耐熱合金X';_ 750における超格子相の形成とその機能
長 浜 秀 信
ニッケル基耐熱超合金X-750の時効硬化と徴視組織の変化を詳細に検討し， 1)時効硬化に伴う析
出相は〆規則格子であり， その成長は Lif shitz -Wagnerの理論で解析され， 拡散律速に基づいた
Outwald 成長機構で説明できる事が明らかとなった。 2)時効処理により粒界にはM2S C6炭化物が形
成され， 母相との聞に (111)M23C61! (111)γ， (110) M23C6グ (110)γの方位関係が存在する。 3)析出
硬化に寄与するγF相は平均粒径が20 nm 程度で最大の効果を示す。
Cu - Zn 合金の相分解に関する研究
新 美 正 人
Cu -40%Zn合金を β単相とし， 低温 焼鈍を施しα相を生成させる熱処理は非常に有効な熱処理と
考えられ， 本研究において， この熱処理を用いて組織と強度変化の関係， 特にα相の生成を定量的 に
取り扱い強化機構について考察した。 更にこれら相分解に伴うα相及 び β相の濃度変化を測定した。
その結果低温 焼鈍で得られる積層欠陥の見られるα相では強度の上昇が見られる。 これの理由として
α相は f ccであるのに対し β相の構造は C sC l型で，両者の構造の違いからくる歪が主因と考えている。
液体種付け法による羽毛状鋳塊の引張り試験に及ぼす試験片方位の影響
平 光 慶 光
アルミニウム及 びアルミニウム合金の鋳塊において羽毛状晶と呼ばれる組織がある。 この組織の成
長方位と機械的 性 質との関係を示した報告はなく， 変形機構はまだ不明な点が多い。 そこで本研究で
は， 独自で開発した液体種付け法と名付けた鋳造法による鋳塊から採種した羽毛状組織試験 片により
引張 り試験 を行い， 方位との関係を調査した。 その結果液体種付け法により， ほぽ単一な羽毛状晶鋳
塊を得られることが解った。 また， とり帯観察により schmid f actor， Nijより多重とりの可能性があ
ることを明らかにした。
アルミニウム基合金における平均すべり帯長さ変化
広 瀬 博 章
純銅や Cu -Zn合金で転位の平均自由行程に相当すると考えられている，塑性変形に伴い試料表面に
生ずるすべり帯の平均長さについて， 純アルミニウムと Al -5%Mg合金で0 .5%の付加ひずみにより
生じるすべり帯長さのひずみ量に伴う変化を調べた。 その結果， すべり帯長さはいずれの試料におい





山 本 恭 弘
最近アルミニウム基複合材が注目 されているが， SiC ゃAb0 3 などの長繊維は剛性が大きいために
押出し， 圧延などの加工により破断してしまい， 長繊維の効果が失われてしまう。 そこで本研究にお
いて伸縮自在なストッキングにヒントを得て， 繊維を網状に配置することで加工時の破断が防がれる
可能性を考え， 初期実験 としてステンレスネット及 びステンレス極細線を渦状に巻いたものをアルミ










求し， 実際に設計しての具体 的 指針を示した。
炭素鋼の疲労強度に及ぼすセラミックスコーテイングの影響 に関する研究
大 島 誠 司
炭素鋼に窒化チタンを物理蒸着法 (PVD) および化学蒸着法 (CVD) によって被覆した試験 片を作
製し，大気中および3 .0%塩水 中で片持ち回転曲げ疲労試験 を行った。大気中の耐久限度は被覆処理に
よって16�23%の， また腐食疲労強度は87% (PVD) �144% (CVD) の向上が認められた。 これら
の強度向上は高硬度の表面被膜による疲労き裂発生の遅延， 母材と被膜の良好な密着性および被膜の




河 合 正 高
主流及 び平板に垂直で， かつ平板とすきまを有して設置された直列2 円柱まわりの流れにおいて，
2 円柱の間隔及 び平板とのすきまを変化させ， 円柱表面の圧力分布及 び局所 抗力係数を求めた。 さら
に， スモークワイヤ法及 び油膜法による流れの可視化を行い， 2 円柱間隔が円柱直径の 3 � 4倍の跳
躍現象前 後の流れと平板との干渉について実験 的 に明らかにした。
一対の点熱源による一円孔を有する半無限板の定常熱応力
花 川 靖 司
直線縁に直角に一対の点熱糠を有する半無限板において， 熱源の聞に一円孔が存在する問題を取扱
った。 最初に無孔半無限板の温 度場と Airy の応力関数を求め，これを基にして表題の問題を曲線座標
を用い， 二次元弾性理論により解き， 所 要の熱応力を求めた。 解析の過程における複素積分について
は独自の方法を考案した。 得られた結果より境界の温 度分布と熱応力分布を明らかにした。
化学的影響 を受けた疲労微小表面き裂の進展特性
福 地 博 直
本研究では寸法が数回以下の微小き裂の進展速度に及 ぼす腐食性環境の影響を明らかにすることを





水 口 隆 史
軽量化金属基複合材料の一種として開発された発泡金属複合アルミニウム合金の機械要素部材への
広範囲な応用に関する研究の一環として，ニッケノレ発泡金属を鋳造用アルミニウム合金 AC8Aに高圧
鋳造法によって作製した試料の引張 り試験 および疲労試験 を行い， 強度特性評価並びに強度向上策に
ついて検討した。 ニッケル発泡金属の骨格表面近傍には二種類の金属間化合物が形成され耐摩耗性の




山 下 和 彦
Thom psonの座標 変換法を用い， 3 次元の座標 変換式を導きだし， その後， 差分化を行う 方法を開
発した。 すなわち， 座標 変換を行う ことにより物理空間と計算空間を作り出すことができるので， 不
等間隔の格子の計算も等間隔の計算のよう に扱う ことができる。 本研究では， この方法を長方形断面





超塑性加工が可能な高 強度アルミニウムーセラミックス複合材料の製造を目 的 として， メカニカル
アロイング(MA) 法を応用した。 すなわち， MA法によって内部ミクロ組織を超微細化した混合粉
末に種々の撤密化加工熱処理を加えて製造した複合材料の超塑性特性に関し， 圧 縮変形応力， m値，
変形割れ， 内部組織等から検討した。 その結果， 動的 連続再結品機構の発現によって， 極めて高 変形
速度で超塑性を示す複合材料の製造方法を開発できた。
軸受絞り制御による静圧気体軸受の特性改善に関する研究
加 納 政 雄
絞りとして円板弁を使用した円板形静圧 気体 スライト軸受において， 円板弁の動特性の欠点を補う














野 洲 栄 治
超塑性成形 ( SP F)と拡散接合 ( DB) を組み合せた， 複雑形状品の一体化成形法である， SPF 
- DB法を高強度7475 Al合金に適用するための基礎的実験 を行なった。 本研究では，DB および SPF
- DB試験が可能な装置を試作し， 超塑性成形条件 (温 度， ひずみ速度) と拡散接合条件 (試験 片前
処理， インサート材， 接合雰囲気， 温 度， 接合圧力) の最適条件を検討した。 その結果， 母材の約80




気 ・液・園三相反応装置の挙動について， モデルシミュレーションをおこなった。 反応系として，





桑 名 陽 一
玄米粒を均質な球体とおき， 粒内の水 分は拡散則に従って移動するとみなして， 乾燥実験 データに








さらに， 重回帰分析により， 粒子の円板上での挙動 (粒子のスクレーノfから の離脱位置及び円板外
周での回収位置) におよぽす粒子形状特性， 各種操作条件等の影響について検討した。





応条件を変化させることによる (超) 微粉末特性制御の可能性ならびに， 粉末特性が， 成形体 (成形
工程) 及び焼結体 (焼成工程) の特性に及ぼす影響を調べ， それぞれ各工程における相関関数を比較
検討した。
造粒と粉砕と分粒との同時操作による微細球状造粒粒子の連続生成プロセスの開発
中 沢 秀 樹
本研究において開発された造粒機能と分粒機能を有する単一水 平回転円錐型容器による造粒操作に，
粉砕操作を導入し， 造粒と粉砕と分粒の 3 つの同時操作を行うこと により， 微粉末の枇細球状 造粒粒
子化とその連続生成を試みた。 さらに， 粒子の形状 特性を， 粒子全体の巨視的な形状 特性と粒子表面
の凹凸の度合を表す微視的形状 特性との 2 つの形状 特性によって評価する新しい形状 指数を提案し，
これにもとづき， 造粒製品の粒度特性及 び、形状 特性に及 ぽす操作条件の影響について明らかにした。
(材料， Vol. 37 ， No. 422 ， pp. 1 331�1337( 1988 )， 粉体工学会誌， Vol. 26 ， N o. 9 ， pp. 624�631( 1989) 
に掲載)
乱流促進体による流路内伝熱促進に関する研究
福 島 公 治
流路内に乱流促進体を設置することにより伝熱係数の増大を図る研究が数多く行われている。 しか
しながら， その研究における促進体形状 は円柱あるいは平板状 の場合が多く， 設置条件は単独のもの
が多い。 今まで， 乱流促進体を流路内 に複数個設置した場合の伝熱促進における最適促進体形状 を探





圏分 式精留塔 における間歌留出操作のシ ミュ レーショ ン
本 田 健 市
本研究では， 従来， 解析が困難とされていた液ホール ド アップを有する回分式精留塔 について， ホ
ールドアップ/ 上昇蒸気流量を基準時間とする無次元操作時聞を一定にした場合の最適な間歌留 出操
作を， 還流弁の開閉各時間間隔とその比率を操作変数として， 本大学情 報処理センタ一所有 のシミュ
レーション言 語( SLCS IV ) を用いて求めた。 弁開時間 O の極限として， 比率( 弁開時間/ 弁閉時間)
を還流比とする定還流連続操作が位置づ けられた。
〔電子工学専攻〕
高誘電率 セラミックス誘導体 を 用い たEL 発 行 素子の研究
角 谷 哲 哉
金属電極・セラミックス・絶 縁膜・薄膜蛍 光体・透明導電膜の積層構造のEL素子 を作製し， この発
光強度， 経時変化と製作条件等について検討した。 発光強度と耐電圧に関しては一応満足 すべき結果
が得られたが， 経時変化， いわゆ る発光強度の劣 化が著しい。 その主たる原 因はセラミックスの表面
の粗 さが第 一要因であると考えられた。
知識工学的手 法を 用い た公共交通 機 関案 内システムの試作
門 村 英 城
地 球の資源を有効に利用するためのー っとして交通問題をとり上げた。 すなわ ち公 共交通機関を日
常生活でうまく活用するために， 知識 工学的 手法を用いた公 共交通機関案内システムの試作 研究を行
った。 経路 探 索には最短距離の経路 問題， 最小コストの経路 問題， 最短時間の経路 問題等が あるが，
交通網が複雑になると単純な方法では経路 探 索時間が大変かかる。 そのため人聞が行う経験 的 ， 発見
的 な知識 を利用できるエキスパートシステムを試作し， その探 索アルゴ リズ ムを示した。
Si(100) 基板上 で のI nSb 蒸着薄膜 の作製とその電気的特性 に関する研究
越 田 昌 彦
Si( lOO) 基板上に超高真空 (�lO-lOTorr) 中で InSb単結晶を蒸着源として InSbの薄膜を作成し，
その構造的 ，電気的 特性に対する作製時の基板温 度，膜厚の影響を研究した。オージェ電子 分光(AES)
特性X線(EPMA)による測定では，基板温 度が�1500Cの時， 膜の成分比はほぼ化学量論比に近かった。
走 査電子 顕微鏡( SEM) 観察では， 膜が薄い時はアイランド化しており， アイランドが結合して一
様な層になるには�2000Å 以上の膜厚が必要であった。 電子 移動度は低く. X線回析では膜は非晶質
であった。
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無給電素子 を ブ ロ ー ド サ イ ド に 配列 し た ア ン テ ナ に つ い て
竹 内 昭 孝
無 給電素子をブ、 ロ ード サイ ド に配列し開口 面積を広くし電力利得を上げることを目 指した研究であ
る 。 現在， 衛 生放送受信 アンテナの雪 による障害 対策のー っとして平面アンテナの研究が 行われてい
るが ， 約千 個のアンテナを 給電する際の 給電損失が 非常に大きく， 給電損失の少ないアンテナ が望 ま
れている。 こ の 対策としては 給電損失の少ない材料と構造を持つ 給電線を使用すること， および 給電
素子の数を減らすことである。 本研究は後者の対策とな って居 り，又， 学問的 には， エンドファイア
ー形の八木 アンテナの発想を画 期 的 に転換 した研究となっている。 内容は し 序 論 2. 線状アンテ
ナのリアクシ ョン法による解析 3 . アン テナの形状とその特性 4 . 結論 である。
強誘電性液晶 を 用い たマト リ ックス表示パ ネ ルの分子配向制御
大 黒 清 吾
SmC* 液晶セルについて， 液晶層の傾斜角 度の制御を目 的 として， ハイブリッド配向処理，酸化チタ
ン斜 方蒸着処理を行なった。 ハイブリッド配向処理では， これまでの異種配向処理同様均一な配向が
得られた。またオフセット電圧もなかった。T i02 蒸着処理においては蒸着角7 00以上で良好な均一配向
が得られた。 さらに蒸着角 を変えると液晶層の傾斜角 度を340 �54 . 8。 まで変えることができた。
文字認識 用マッチング ハードウェアの開発
中 田 修 平
文字認識 用ハードウェアを設計製作した。 このハードウェアは文字認識 のマッチング処理を高速化
する目 的 で開発され， 文字パターン の特徴ベクトルと辞書 ベクトルとの内積演算を， 積和演算器を用
いて高速に実行することが できる。 ベクトルの要素としては 8 ピット符号付き整数を用い， 4 つの演
算器を並列に動作させており， 認識 対象が2000文字種の場合 1 文字のマッチ ングを10ミリ秒 で行う能
力を有する。
MBE によるSi(100) 上へのG e のヘ テロエ ピ タキシャ ル成長 に関する研究
飛 田 雄 弘
Si( 100) - 2 X 1 面上へ の G eの MBE成長において， 4 000C成長とバッファ一 層 (2000C， 200 Â )  
上への4 000C成長(二段階成長)について， 反射型高速電子線回析(RHEED)， X線回析， ラマン 散乱
で評価した。 二段階成長では大きなアイランドの形成が 抑制さ れ， 成長 層の格子定数は4000C成長 よ り
も薄い膜厚でバルク Geのものに緩和 し た。 しかし，成 長層のラマン散乱 の FWHM は4 000C成長の方
が狭 く， 局所 的 な結品性 は4000C成 長の方が優れていると思 われる。
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誘竜体球の近傍 に あ る ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ に つ い て
福 沢 満 保
誘電体の近傍 にある ダ イポー ノレアンテナの諸 特性 を求 め ， 誘電体が存在す る 場合の指向 性なら びに
入力インピ ーダンスへ の影響を 明らかにす ることを目 差した 研究 である。 この研究 は 半 球状の上 の近
く に ある放送 アンテナ の諸 特性を求 め る問題に応用さ れ， この場合 のアン テ ナ諸 特性 を明らかにし た。
誘電 体が存 在す る ことに より， 誘電体による散乱 電磁界に基づ く相互イ ン ピ ー ダ ンス行列 が求 めら れ
て居 れ こ の研究分野での 一つの 解析 法を与えている。 内容 は 1 . 序 論 2 . リア クショ ン 積分 に よ
る総状アンテナの電流分布 3 . 誘電体による球面波の散乱 4 . 正弦波電流 に ま る電磁界 5 . 夕、
イポールアンテナの電磁界の誘電体球による散乱 6 . アンテナの諸 特性の計算結果と考察 7 . 結
論 である。
誘電体 層による反射波 および透 過波 の偏波 特性 について
朴 木 孝 輔
誘電体層に電磁波が入射した場合の様々反射 特性および透過特性を求 め， 望 ましい誘電体層のあり
方 を追求 することを目 差した研究である。 この研究は， 衛星 放送 電波が誘電体層を通過する際の諸 問
題を解決することに応用され， 特に， 円偏波特性の究明 に役立てられた。 また， 本研究は， 電磁波の
反射 特性および透過特性が周波数によりフィルター特性を持つ種々の問題に応用 される。 内容は 1 .
序 論 2. 平面波の反射 および透過 3 . 比誘電率と誘電正接の周波数特性 4 . 多層平面構造の反
射 と透過 5 . 透過波の大 きさおよび位相と楕 円偏波 6 . 放送衛星 電磁波のガラス透過度の実験 結
果 7 . 誘電体により被覆された導体板の反射 特性 8 . 結論 である。
オブ ジェクト 指向 による図書 目 録 カード認識 システムの作成
松 田 充 弘
図書 目 録カー ドの効率的 な遡 及 入力を目 的 とし， オブジェクト指 向的 考え方 に基づいた図書 目 録カ
ード認識 ・ 理解システムを作成した。 即 ち， システムをクラスの概念 で記述し， 知識 表現をプレー ム
で， 知識 の運用をプロダクションシステムで表現したため， モジュール化と見やす さ， 変更のしやす
き を実現した。 また，記述言 語 として， Fortranと結合可能なProlog言 語 を用いたので高速化も実現
できた。
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GaAs，Si(100) Ge の界面 に お け る バ ン ド 不連続 に 関 す る 研究
松 原 俊 夫
G ejGaAs( 1 00) ，G ej Si( 1 00) 界面について G e成長 の結晶性，界面での化学 反応 性，界面での価電子帯
不連続をオ ー ジ ェ電子分光 (AE S)， 低 速電子エネ ルギー損失分光 (LEELS)， X線光電子分光
(XP S) ， 反射型 高速電子線回析(RHEED)を用いて評価した。 G e膜の成長 はWヒータ 又ーは MBE
で行っ たo 成長 時の基板温 度は室 温 ， 3 000 C (GejGaAs)， 4 000C (Gej Si) である。 Gej Si界面は急峻
であるが ， G ejGaA s界面 では Asが G e中 に拡散していた。 価電子帯不連続は G ejG aAsでは�O.37
eV， Gej S iでは， �O. 55 eVで あった。
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